
技術の概要・実績等
技術の
分野

【提案１】（６）(１)～(５)を活用した新たな応用技術
ロボット連携技術（RaaS)。複数の異種ロボットを連携させて、それぞれの得意な機能を利用することにより課題解決
の選択肢が広がる。会津若松での実証実験済。

【提案２】（４）データプラットフォーム
公共機関でのデータセンター管理。SOC（セキュリティオペレーションセンター）、NOC（ネットワークオペレーションセ
ンター）により、２４時間３６５日、グローバル対応が可能となった実績事例あり。

【提案３】（７）その他
パンデミック対策や働き方改革の一環として、クラウドリモートデスクトップの活用を推進。テレワークディでは、参加
企業へのレンタルなどを実施した事例あり。

【提案４】（１）通信ネットワーク技術とセンシング技術
GPSを利用し、リアルタイムに子供見守りの実施する事例あり。ブロックチェーンを利用した拡張により、さらに広い
範囲や分野での価値提供が可能。

【提案５】（５）データの活用（可視化技術）
VRを利用した遠隔サービスの提供。遠隔でもリアルなワークプロセスを実現できる。これにより、距離を感じることな
く、その場にいるかのような働き方ができる。実証実験中。

【提案６】（４）データプラットフォーム
IoTデータ連携基盤であるFIWAREの導入と基盤上で動くIoT機器やロボットの連携の実現。会津若松や高松スマート
シティ、愛媛県等でのスマートシティの取り組みを企画中。

【提案７】（７）その他
プライバシー影響評価、マルチステークホルダープロセスを利用した市民のデータを市民のために利用する施策の
導入。実験的にプロセスの一部を実施。

【提案８】（６）(１)～(５)を活用した新たな応用技術
「公共交通（ゆいレール）」にて「海外電子決済（Alipay(支付宝/アリペイ)）」利用を行うことにより、
外国人観光客へのサービスを向上させる導入事例あり。

【提案９】（４）データプラットフォーム
解析アプローチが確立されていないリアルワールドデータの解析を行い、クラウドサービスにより、データ連携・活用
の基盤を提供する。

TIS株式会社提案団体名：

○提案内容

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙２の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください



 

（３）その他

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙３の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

解決する課題のイメージ
課題の
分類

【提案１】（ア）交通・モビリティ 　（コ）物流
単一機能を利用するロボットだけでなく、コミュニケーションをとるロボット、配送を行うロボットなど複数のロボット連
携を実現することにより、スマートシティでのロボット適用場面を増やすことができる。

【提案２】（ケ）セキュリティ
公共機関でのデータセンター管理の実績により、２４時間３６５日、グローバルな対応も可能となったマネジメント機
能は、スマートシティを統括するために必要になってくる。

【提案３】（キ）生産性向上
パンデミック対策や働き方改革の一環として、クラウドリモートデスクトップの活用を推進。テレワークディでは、参加
企業へのレンタルなどを実施し、有事の際に仕事を止めることなく、経済活動を動かしていくことができる。

【提案４】（ウ）防災
リアルタイムに確認できることも見守り機能の充実により、安心安全な都市を実現することができる。高齢者などへ
の対応も可能であり、すでに整備された技術を利用し、ほかのソリューションの導入も安易になる。ブロックチェーン
を利用した拡張により、さらに広い範囲や分野での価値提供が可能。

【提案５】（キ）生産性向上
VRを利用した遠隔での働き方。遠隔でもリアルなワークプロセスを実現できる。パンデミック対応や働き方改革につ
ながる。
これにより、育児、介護などの課題も一部解決できるのではないかとと考える。

【提案６】（シ）その他
IoTデータ連携基盤であるFIWAREの導入と基盤上で動くIoT機器やロボットの連携の実現。これにより、ソリューショ
ンを同じ基盤に置くことも可能、また、収集したデータを一元管理することにより、データ連携や分析が可能になる。

【提案７】（ケ）セキュリティ
データの利活用には、市民の理解が非常に重要になってくる。データのリスクと、提供した場合に受けるメリットを正
確に、かつ明らかにし、ひろく同意を得て、生活の向上にむけ、スピードアップを図ることができる。

【提案８】ア）交通・モビリティ
日本の各都市では、電子決済が遅れており、外国人観光客へのサービスレベルが低い。公共交通機関に海外電子
決済を導入し、外国人観光客へのサービスを向上させる

【提案９】（４）データプラットフォーム （医療）
医療、ヘルスケア分野でのデータプラットフォームを構築、市民が自らのデータをプラットフォームにアップし、メリット
をえることができる。個々人が適切な情報を得ることにより、自治体は、ヘルスケア分野の予算を削減することがで
きる。

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）



参考資料【提案１】



参考資料【提案１】



参考資料【提案２】

データセンター　SOC／NOC事例



参考資料【提案３】

パンデミック対応・働き方改革対応

https://www.tis.co.jp/news/2018/tis_news/20180627_1.html



参考資料【提案４】



参考資料【提案４】



参考資料【提案５】

働き方改革として、VRを利用した遠隔サービス提供を目指し、開発、実証実験を行っている
公開前のため、参考資料なし



参考資料【提案６】



参考資料【提案７】

プライバシー影響評価（ＰＩＡ）とマルチステークホルダープロセスについての説明

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%90%E3%82%B7%E3%83%BC%E5%BD%B1%E9%9F%BF%E8%A9%95%E4%BE%A1

プライバシー影響評価を利用し、マルチステークホルダープロセスにより、データ利活用の市民や企業、行政などのステークホルダーの認識をあわせる

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%83%81%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%9B%E3%83%AB%E3%83%80%E3%83%
BC%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%BB%E3%82%B9

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%83%81%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%9B%E3%83%AB%E3%83%80%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%BB%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%83%81%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%9B%E3%83%AB%E3%83%80%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%BB%E3%82%B9


参考資料【提案８】

https://www.tis.co.jp/news/2018/tis_news/20180621_2.html

https://www.tis.co.jp/documents/jp/news/2018/tis_news/20180621_2.pdf

https://www.tis.co.jp/documents/jp/news/2018/tis_news/20180621_2.pdf


参考資料【提案８】



参考資料【提案９】

https://www.tis.co.jp/news/2018/tis_news/20180531_1.html



参考資料【提案９】


